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第 1 章

新機能および変更された機能

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
次の表は、この最新リリースまでのガイドでの主な変更点の概要を示したものです。ただし、

今リリースまでのガイドにおける変更点や新機能の一部は表に記載されていません。

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)インストールガイド
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表 1 :『Cisco ACI Virtual Podインストールガイド』の新機能と変更された機能

参照先説明機能Cisco APICのリリース
バージョン

•このマニュアル

•『Cisco ACI Virtual
Pod Release
Notes』

•『Cisco ACI Virtual
PodGetting Started
Guide』

Cisco ACI vPodは、ベ
アメタルクラウドやそ

の他のリモートロケー

ションに Cisco ACI
ファブリックを拡張で

きるようにする、ソフ

トウェアのみのソ

リューションです。

Cisco ACI vPodによ
り、物理リーフがない

場所で Cisco ACI
Virtual Edgeを使用で
きるようになります。

ESXiハイパーバイザ
を実行できるサーバが

少なくとも 2台存在す
る場所に、Cisco ACI
vPodと、そのコン
ポーネントである仮想

スパイン（vSpine）、
仮想リーフ

（vLeaf）、および
Cisco ACI Virtual Edge
を展開できます。

Cisco Application
Centric Infrastructure
（ACI） Virtual Pod
（vPod）は、Cisco
APICリリース 4.0(2)
で一般に利用可能で

す。

4.0(2)以降のバージョ
ン
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第 2 章

Cisco ACI vPodの概要

• About Cisco ACI vPod（3ページ）

About Cisco ACI vPod
インフラストラクチャの要求、柔軟性、コスト削減を達成するために、ハイブリッドデータセ

ンターモデルを採用する組織が増えてきています。こうした組織では、仮想プライベートク

ラウドやその他の社内 ITリソースを含めたさまざまなテクノロジーを、リモートロケーショ
ンと組み合わせて利用しています。リモートロケーションには、ホステッドデータセンター、

サテライトデータセンター、マルチクラウド環境などがあります。

しかし、ハイブリッドを導入するためには、ロケーションに関係なく、ワークロードの一貫し

た管理とポリシーが必要になります。また、ディザスタリカバリのサポートや、データセン

ター間で負荷を軽減するための機能も必要です。その一方で、互換性のあるハードウェアや、

新しい機器を追加するためのスペースが不足している組織もあります。

Cisco Application Centric Infrastructure（ACI） Virtual Pod（vPod）を導入すれば、こうした課題
を克服して、Cisco ACIのファブリックを仮想的にさまざまなリモートロケーションに拡張す
ることができます。

Cisco ACI vPodとは

Cisco ACI vPodは、Cisco APICリリース 4.0(2)の一般提供で導入されたものです。これはソフ
トウェアのみのソリューションであり、VMwareESXiハイパーバイザを実行できるサーバが少
なくとも 2台存在する場所に展開することができます。Cisco ACI vPodと、そのコンポーネン
トである仮想スパイン（vSpine）、仮想リーフ（vLeaf）、および Cisco ACI Virtual Edgeは、
ESXiハイパーバイザ上で実行されます。

Cisco ACI vPodにより、物理リーフがない場所で Cisco ACI Virtual Edgeを使用できるようにな
ります。オンプレミスデータセンターの場合と同様に、リモートロケーションにある各Cisco
ACI vPodで Cisco ACI Virtual Edgeのインスタンスを最大 8個使用できます。

CiscoACI vPodは、物理ポッド、オンプレミスポッド、またはマルチポッドとポッド間ネット
ワーク経由で通信します。物理ポッドまたはマルチポッド、ポッド間ネットワーク（IPN）接
続、および Cisco ACI vPodの設定は、Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)インストールガイド
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で行うことができます。Cisco ACI vPodのコンポーネントの展開には、Cisco ACI vCenterプラ
グイン、スクリプト、または PowerCLIを使用できます。

Cisco ACI vPodの利点

Cisco ACI vPodをインストールすると、それをCisco APICと組み合わせて使用することで、リ
モートロケーションに Cisco ACIファブリックポリシーを適用することができます。

Cisco APICにより、オンプレミスデータセンターとリモートロケーションに、ワークロード
の一元管理機能が提供されます。オンプレミスとリモートの両方のロケーションで、ポリシー

を簡単に、かつ矛盾なく適用することができます。

Cisco ACI vPodソリューションがもたらす柔軟性、拡張性、一元管理により、次のような使用
事例のシナリオを活用できるようになります。

• Cisco ACIファブリックをベアメタルクラウドに拡張する

• Cisco ACIファブリックをブラウンフィールドの展開に拡張する

• Cisco ACIファブリックをコロケーションデータセンターに拡張する

•シスコ以外のハードウェアから Cisco ACIファブリックにワークロードを移行する

詳細情報の入手先

詳細については、Cisco.comで『Cisco ACI Virtual Pod Release Notes』を参照してください。

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)インストールガイド
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第 3 章

Cisco ACI vPodのインストール

• Cisco ACI vPodのインストールについて（5ページ）
• Cisco ACI vPodのインストールワークフロー（6ページ）
• Cisco ACI vPodをインストールするための前提条件（7ページ）
• Cisco APIC GUIを使用した物理ポッドの IPN接続の準備（9ページ）
• REST APIを使用した物理ポッドの IPN接続の準備（12ページ）
• Cisco APIC GUIを使用した Cisco ACI vPodの追加（17ページ）
• REST APIを使用した Cisco ACI vPodの追加（20ページ）
• Cisco ACI vPod VMware vCenterを使用した展開（22ページ）
• Cisco ACI vPod PowerCLIを使用した展開（25ページ）
• Cisco ACI vPod Pythonを使用した展開（29ページ）
• Cisco ACI vPodの展開の確認（35ページ）
• Cisco ACI Virtual Edgeのインストール（35ページ）

Cisco ACI vPodのインストールについて
Cisco Application Centric Infrastructure（ACI） Virtual Pod（vPod）をインストールするには、
Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）と VMware vCenterで一連のタスクを実
行します。その後、3つの方法のいずれかを使用して ESXiホストに Cisco ACI vPodを展開し
ます。

• Cisco ACI vCenterプラグイン

• VMware PowerCLI (Windowsプラットフォームで)

• Pythonスクリプト

CiscoACIvPodのコンポーネント（CiscoACIvPod仮想スパイン（vSpine）仮想マシン（VM）、
仮想リーフ（vLeaf）VM、および Cisco Application Centric Infrastructure Virtual Edge）をインス
トールするためのクライアントが必要です。

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)インストールガイド
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インストールには、Cisco ACI vCenterプラグイン、VMware Power CLI、または Pythonスクリ
プトのみを使用してください。vAppプロパティを変更するには、vSphereWebクライアントの
みを使用してください。

（注）

ESXiホスト上に Cisco ACI Virtual Edge VMを展開すると、OpFlex自動的がオンラインになり
ます。VMkernelポートをインフラポートグループに割り当てないでください。

（注）

以下のセクションでは、前提条件とインストールの方法について説明します。

Cisco ACI vPodのインストールワークフロー
このセクションでは、リモートサイトに Cisco Application Centric Infrastructure（ACI） Virtual
Pod（vPod）をインストールして展開するために必要なタスクの概要について説明します。

1. CiscoApplication Policy Infrastructure Controller（APIC）とVMware vCenterのタスクを含む、
すべての前提条件を満たします。

このガイドの Cisco ACI vPodをインストールするための前提条件（7ページ）セクショ
ンを参照してください。

2. CiscoApplication Policy Infrastructure Controller（APIC）を使用して、ポッド間ネットワーク
（IPN）経由でリモートサイトの Cisco ACI vPodと通信するための物理ポッドをオンプレ
ミスデータセンターに準備します。準備では、トンネルエンドポイント（TEP）と Open
Shortest Path First（OSPF）を定義します。また、対象の物理ポッド、またはマルチポッド
設定のすべての物理ポッドで、外部 TEPプールを設定していることを確認します。

このガイドの Cisco APIC GUIを使用した物理ポッドの IPN接続の準備（9ページ）セク
ションを参照してください。

3. Cisco APICを使用して、Cisco ACI Virtual Edge VMMドメインを作成します。

『 Cisco ACI Virtual Pod Installation Guide』で、「Installation」の章のセクション「vCenter
Domain, Interface, and Switch Profile Creation」を参照してください。

4. Cisco APICを使用して、Cisco ACI vPodを追加します。このタスクでは、仮想スパイン
（vSpine）および仮想リーフ（vLeaf）仮想マシン（VM）を定義します。Cisco ACI vPod
を展開するノードごとに、vSpine VMを 1つ、vLeaf VMを 1つ定義します。

このガイドの Cisco APIC GUIを使用した Cisco ACI vPodの追加（17ページ）セクション
を参照してください。

5. Cisco.comから Cisco ACI vPodおよび Cisco ACI Virtual Edgeの OVFファイルをダウンロー
ドし、それらを VMware vCenterコンテンツライブラリにアップロードします。Cisco ACI
vPod OVFファイルには vSpineと vLeafが含まれており、Cisco ACI Virtual Edge OVFファ
イルには Cisco ACI Virtual Edgeのイメージが含まれています。

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)インストールガイド
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このガイドのVMware vCenterコンテンツライブラリへのOVFファイルのアップロード（
22ページ）セクションを参照してください。

6. VMware vCenterで、Cisco ACI vPodの vSpineおよび vLeaf VMを ESXiホストに展開しま
す。

このガイドのCisco ACI vCenterプラグインを使用した ESXiホストへのCisco ACI vPod VM
の展開（24ページ）セクションを参照してください。

Cisco ACI vCenterプラグインのインストール、使用、およびアップグレードの詳細につい
ては、『Cisco ACI Virtualization Guide』の「Cisco ACI vCenter Plug-in」の章を参照してく
ださい。

7. CiscoACIVirtual Edgeをインストールし、必ず vPodモードで有効にして、参加させるCisco
ACI vPodを選択します。

『Cisco ACI Virtual Edge Installation Guide』の「Cisco ACI Virtual Edge Installation」の章を参
照してください。

Cisco ACI vPodをインストールするための前提条件
Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）Virtual Pod（vPod）をインストールする前に、次
のタスクを実行します。

• Cisco ACIファブリックをオンプレミスデータセンターに展開します。その際、Cisco
Application Policy Infrastructure Controller（APIC）の設定を行います。

Cisco.comで入手できる『Cisco Application Centric Infrastructure Fundamentals』、『Cisco
APIC Getting Started Guide』、および『Cisco APIC Basic Configuration Guide』を参照してく
ださい。

• VMware vCenterをオンプレミスデータセンターまたはリモートサイトに展開します。

VMwareのマニュアルを参照してください。

•最新バージョンの Cisco ACI vCenterプラグインをインストールし、Cisco ACIファブリッ
クに接続します。

『Cisco ACI VirtualizationGuide』の「CiscoACI vCenter Plug-in」の章を参照してください。

Cisco ACI vPodの管理ツール（ACI vCenterプラグイン、VMware
PowerCLI、Pythonスクリプト）を使用するには、vCenter 6.0Update
3以降を使用します。

（注）

•オンプレミスデータセンターとリモートサイト間のポッド間ネットワーク（IPN）接続を
設定します。

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)インストールガイド
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手順については、このガイドの「CiscoAPICGUIを使用した物理ポッドの IPN接続の準備
（9ページ）」の項を参照してください。

•サブネットを設定し、VMware側でCisco ACI vPodの通信用要素のポートグループを設定
します。

Cisco ACI vPodとの通信には、サブネット、そのサブネット用のレイヤ 3インターフェイ
ス、および VLANが IPN上に必要です。

•リモートサイトルータで、DHCPリレーを使用して Cisco APICに到達するために設定さ
れた Cisco ACI vPodトンネルエンドポイント（TEP）プールサブネット用のゲートウェ
イを設定します。

DHCPリレーは、外部トンネルエンドポイント（TEP）プール（ルーティング可能なサブ
ネット）から取得したCiscoAPIC IPアドレス用に設定する必要があります。外部TEPプー
ルから割り当てられたCisco APIC IPアドレスは、Cisco ACI vPodの追加後に表示される要
約画面で、または infraWiNode MOに対する REST APIクエリを使用して、確認することが
できます。

ゲートウェイ IPアドレスを変更する場合は、仮想スパイン（vSpine）および仮想リーフ
（vLeaf）ノードのクリーン再起動を実行し、Cisco ACI vPodのすべての Cisco ACI Virtual
Edge仮想マシン（VM）を再起動する必要があります。このガイドの手順「CiscoACIvPod
のゲートウェイ IPアドレスの変更（43ページ）」を参照してください。

•リモートサイトの Cisco ACI vPodコンポーネントと VMware vCenterについて、アウトオ
ブバンド管理ネットワークとポートグループを設定します。

外部DHCPサーバまたはVMware vCenterをベースとする IPアドレスプールから、vSpine
および vLeafの管理 IPアドレスを割り当てるようにすることができます。

• VSpineおよび vLeafの管理クラスタを設定します。

それぞれの vSpineと vLeafについて、2個の vCPU、8 GBの
RAM、100 GBのストレージが必要です。

（注）

Cisco ACI vPodの管理は、Cisco ACI Virtual Edgeのどのインスタ
ンスからも分離した別の管理クラスタで行う必要があります。

（注）

•新しい Cisco ACI Virtual Edge VMware vCenter VMMドメインを作成します。

既存の Cisco ACI Virtual Edge VMMドメインを Cisco ACI vPodで使用することも可能で
す。ただし、新しいドメインを作成する場合は、Cisco ACI vPodを追加する前に作成する
ことをお勧めします。

Cisco.comで入手できる『Cisco ACI Virtual Edge Installation Guide』で、「"vCenter Domain,
Interface, and Switch Profile Creation」の項を参照してください。

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)インストールガイド
8

Cisco ACI vPodのインストール

Cisco ACI vPodをインストールするための前提条件



Cisco ACI Virtual Edge 2個の vCPU、4 GBの RAM、24 GBのスト
レージが必要です。

（注）

Cisco APIC GUIを使用した物理ポッドの IPN接続の準備
オンプレミスデータセンターの物理スパインは、レイヤ 3ポッド間ネットワーク（IPN）を介
してリモートサイトの Cisco Application Centric Infrastructure（ACI） Virtual Pod（vPod）仮想
スパイン（vSpine）と通信します。リモートサイトに Cisco ACI vPodを作成する前に、最初
に、物理ポッドから Cisco ACI vPodと通信できることを確認する必要があります。

CiscoACIvPodでは、IPNに接続するためにマルチポッド環境と同様の設定が必要になります。
また、1つ以上の物理ポッドと Cisco ACI vPodとの通信を行えるように、各物理ポッドで外部
トンネルエンドポイント（TEP）プールの設定も必要になります。

IPNネットワークを設定していない場合は、Cisco ACI vPodを追加しようとするときに、ポッ
ド間接続の設定を行う一連のパネルで設定を行うよう求められます。しかし、IPNネットワー
クを設定している場合は、一連のパネルは表示されず、Cisco ACI vPodの追加に進むことがで
きます。

物理ポッド、またはマルチポッド設定内のいずれかの物理ポッドに、外部 TEPプールが存在
しない場合は、プールを作成するよう求められます。

始める前に

物理ポッドを少なくとも 1つ設定しておく必要があります。

Cisco ACI vPodとの IPN接続では、EX以降の世代のスパインのみサポートされています。そ
れより前の世代のスパインは、引き続き物理ポッドに存在することはできますが、IPNには接
続できません。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）にログインします。

ステップ 2 [Fabric] > [Inventory]を選択します。

ステップ 3 [Quick Start]を展開し、[Add Pod]をクリックします。

ステップ 4 作業ペインで、[Add Virtual Pod]をクリックします。

ステップ 5 [Configure Interpod Connectivity STEP 1 > Overview]パネルで、IPNの設定に必要なタスクの説明
を確認し、[Get Started]をクリックします。

ステップ 6
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ステップ 7 [Configure Interpod Connectivity STEP 2 > IP Connectivity]ダイアログボックスで、次の手順を実
行します。

a) [Spine ID]セレクタで、スパインノード IDを入力します。

[+]（プラス記号）をクリックするとさらにスパインを追加できます。

b) [Interface]フィールドで、IPNへの接続に使用されるスパインスイッチインターフェイス
（ポートおよびスロット）を入力します。

[+]（プラス記号）をクリックするとさらにインターフェイスを追加できます。

c) [IPv4 Address]フィールドに、インターフェイスの IPアドレスとネットワークマスクを入
力します。

[Configure Interpod Connectivity STEP 2 > IP Connectivity]ダイアログボックスで、
同じスパイン IDに対して複数のインターフェイスを追加する場合は、各インター
フェイスに割り当てられている IPアドレスが異なるサブネットからのものである
ことを確認します。

（注）

d) [MTU（bytes）]セレクタを使用して、外部ネットワークの最大伝送ユニット（MTU）の値
を選択するか、またはフィールドに値を入力します。

範囲は 1550～ 9216です。

e) [Next]をクリックします。

ステップ 8 [Configure Interpod Connectivity STEP 3 > Routing Protocols]ダイアログボックスの [OSPF]領域
で、次の手順を実行します。

a) [Use Defaults]をオンのままにするか、オフにします。

[Use Defaults]チェックボックスをオンにすると、Open Shortest Path（OSPF）を設定するた
めの GUIのオプションフィールドが非表示になります。オフにした場合は、すべての
フィールドが表示されます。デフォルトでは、このチェックボックスはオフになっていま

す。

b) [Area ID]フィールドに OSPFエリア IDを入力します。
c) [Area Type]領域で、OSPFエリアタイプを選択します。

[NSSA area]（デフォルト）、[Regular area]、または [Stub area]から選択できます。

d) （オプション）[Area Cost]セレクタリストで、適切な OSPFエリアコスト値を選択しま
す。

e) （オプション）[Authentication Type]セレクタリストで、OSPF認証タイプを選択します。
f) （オプション）[Authentication Key]フィールドに、OSPF認証キーを入力します。
g) （オプション）[Confirm Key]フィールドに、OSPF認証キーを再入力します。
h) [Interface Policy]ドロップダウンリストで、OSPFインターフェイスポリシーを選択するか
設定します。

既存のポリシーを選択するか、[CreateOSPF InterfacePolicy]ダイアログボックスでポリシー
を作成できます。
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ステップ 9 [Configure Interpod Connectivity STEP 3 > Routing Protocols]ダイアログボックスの [BGP]領域
で、次の手順を実行します。

a) [Use Defaults]をオンのままにするか、オフにします。

[UseDefaults]チェックボックスをオンにすると、Border Gateway Protocol（BGP）を設定す
るためのGUIのフィールドが非表示になります。オフにした場合は、すべてのフィールド
が表示されます。デフォルトでは、このチェックボックスはオフになっています。

b) [Community]フィールドには、コミュニティ名を入力します。

デフォルトのコミュニティ名を使用することをお勧めします。別の名前を使用する場合

は、デフォルトと同じ形式に従ってください。

c) [Peering Type]フィールドで、ルートピアリングタイプとして [Full Mesh]または [Route
Reflector]のいずれかを選択します。

[Peering Type]フィールドで [Route Reflector]を選択し、将来コントローラからスパインス
イッチを削除する必要がある場合は、コントローラからスパインスイッチを削除する前

に、必ず [BGP Route Reflector]ページで [Route Reflector]を無効にしてください。そうしな
いとエラーになります。

ルートリフレクタを無効にするには、[BGPRoute Reflector]ページの [Route ReflectorNodes]
領域で、該当するルートリフレクタを右クリックし、[Delete]を選択します。『CiscoAPIC
Layer 3NetworkingConfigurationGuide』で、「MP-BGPRouteReflectors」の章の「Configuring
an MP-BGP Route Reflector Using the GUI」の項を参照してください。

d) [Peer Password]フィールドに、BGPピアパスワードを入力します。
e) [Confirm Password]フィールドに、パスワードを再入力します。
f) [External Route Reflector Nodes]領域で、[+]（プラス記号）アイコンをクリックしてノード
を追加します。

冗長性を図るため、複数のスパインがルートリフレクタノードとして設定されます（1つ
のプライマリリフレクタと 1つのセカンダリリフレクタ）。

[External Route Reflector Nodes]フィールドは、ピアリングタイプとして [Route Reflector]
を選択した場合にのみ表示されます。

ステップ 10 [Next]をクリックします。

ステップ 11 [Configure Interpod Connectivity STEP 4 > External TEP]ダイアログボックスで、次の手順を実行
します。

a) [Use Defaults]をオンのままにするか、オフにします。

[UseDefaults]チェックボックスをオンにすると、自動的に設定される一部のGUIのフィー
ルドが非表示になります。オフにした場合は、すべてのフィールドが表示され、別の値を

入力できます。デフォルトでは、このチェックボックスはオフになっています。

b) [Pod]フィールドと [Internal TEP Pool]フィールドの値は設定できないことがわかります。
c) [External TEP Pool]フィールドに、物理ポッドの外部 TEPプールを入力します。

外部 TEPプールは、内部 TEPプール、または他のポッドに属する外部 TEPプールと重複
しないようにする必要があります。
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d) [Dataplane TEP Pool IP]フィールドでデフォルトを受け入れます。このデフォルトは、外部
TEPプールを設定したときに、または別のアドレスを入力したときに生成されます。

別のアドレスを入力する場合は、そのアドレスが外部TEPプールの範囲外である必要があ
ります。

e) [Unicast TEP IP]フィールドで、デフォルトを受け入れるか、別のユニキャスト TEP IPア
ドレスを入力します。

別のユニキャスト TEP IPアドレスを入力する場合は、そのアドレスが外部 TEPプールの
範囲外である必要があります。

f) [Router ID]フィールドで、デフォルトを受け入れるか、別の IPNルータ IPアドレスを入力
します。

別の IPNルータ IPアドレスを入力する場合は、そのアドレスが外部 TEPプールの範囲外
である必要があります。

g) （オプション）[]フィールドに、IPNルータループバック IPアドレスを入力します。

IPNルータループバック IPアドレスは、外部TEPプールの範囲外である必要があります。

h) [Finish]をクリックします。
[Summary]パネルが表示され、IPN設定の詳細が表示されます。[View JSON]をクリックし
て設定のRESTAPIを表示することもできます。RESTAPIを保存して後で使用することが
できます。

次のタスク

次のいずれかを実行します。

•直接 Cisco ACI vPodの作成に進むには、[Add Virtual Pod]をクリックします。このガイド
の手順「Cisco APIC GUIを使用した Cisco ACI vPodの追加（17ページ）」を参照してく
ださい。

• [Summary]パネルを閉じるには、[OK]をクリックします。後でCiscoACI vPodを追加し、
このガイドの「Cisco APIC GUIを使用した Cisco ACI vPodの追加（17ページ）」の手順
に戻ることができます。

REST APIを使用した物理ポッドの IPN接続の準備
オンプレミスデータセンターの物理スパインは、レイヤ 3ポッド間ネットワーク（IPN）を介
してリモートサイトの Cisco Application Centric Infrastructure（ACI） Virtual Pod（vPod）仮想
スパイン（vSpine）と通信します。リモートサイトに Cisco ACI vPodを作成する前に、最初
に、物理ポッドから Cisco ACI vPodと通信できることを確認します。また、物理ポッドごと
に、一意のユニキャスト IPアドレスとルーティング可能なサブネットを設定します。

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)インストールガイド
12

Cisco ACI vPodのインストール

REST APIを使用した物理ポッドの IPN接続の準備



Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）を使用する手順では、外部トンネルエ
ンドポイント（TEP）プールをルーティング可能なサブネットとしています。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco APICにログインします。

例：

http://<apic-name/ip>:80/api/aaaLogin.xml

data: <aaaUser name="admin" pwd="password”/>

ステップ 2 TEPプールの設定：

例：

http://<apic-name/ip>:80/api/policymgr/mo/uni/controller.xml

<fabricSetupPol status=''>
<fabricSetupP podId="1" tepPool="10.0.0.0/16" />
<fabricSetupP podId="2" tepPool="10.1.0.0/16" status='' />

</fabricSetupPol>

ステップ 3 ノード IDポリシーの設定：

例：

http://<apic-name/ip>:80/api/node/mo/uni/controller.xml

<fabricNodeIdentPol>
<fabricNodeIdentP serial="XXXXXXXXXXX" name="leaf1" nodeId="101" podId="1"/>
<fabricNodeIdentP serial="XXXXXXXXXXX" name="leaf2" nodeId="102" podId="1"/>
<fabricNodeIdentP serial="XXXXXXXXXXX" name="leaf3" nodeId="103" podId="1"/>
<fabricNodeIdentP serial="XXXXXXXXXXX" name="leaf4" nodeId="104" podId="1"/>
<fabricNodeIdentP serial="XXXXXXXXXXX" name="spine1" nodeId="201" podId="1"/>
<fabricNodeIdentP serial="XXXXXXXXXXX" name="spine3" nodeId="202" podId="1"/>
<fabricNodeIdentP serial="XXXXXXXXXXX" name="leaf5" nodeId="105" podId="2"/>
<fabricNodeIdentP serial="XXXXXXXXXXX" name="leaf6" nodeId="106" podId="2"/>
<fabricNodeIdentP serial="XXXXXXXXXXX" name="spine2" nodeId="203" podId="2"/>
<fabricNodeIdentP serial="XXXXXXXXXXX" name="spine4" nodeId="204" podId="2"/>
</fabricNodeIdentPol>

ステップ 4 インフラ L3Outおよび外部接続プロファイルの設定：

例：

http://<apic-name/ip>:80/api/node/mo/uni.xml

<polUni>

<fvTenant descr="" dn="uni/tn-infra" name="infra" ownerKey="" ownerTag="">

<l3extOut descr="" enforceRtctrl="export" name="multipod" ownerKey="" ownerTag=""
targetDscp="unspecified" status=''>

<ospfExtP areaId='0' areaType='regular' status=''/>
<bgpExtP status='' />
<l3extRsEctx tnFvCtxName="overlay-1"/>
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<l3extProvLbl descr="" name="prov_mp1" ownerKey="" ownerTag="" tag="yellow-green"/>

<l3extLNodeP name="bSpine">
<l3extRsNodeL3OutAtt rtrId="201.201.201.201" rtrIdLoopBack="no"

tDn="topology/pod-1/node-201">
<l3extInfraNodeP descr="" fabricExtCtrlPeering="yes" name=""/>
<l3extLoopBackIfP addr="201::201/128" descr="" name=""/>
<l3extLoopBackIfP addr="201.201.201.201/32" descr="" name=""/>

</l3extRsNodeL3OutAtt>

<l3extRsNodeL3OutAtt rtrId="202.202.202.202" rtrIdLoopBack="no"
tDn="topology/pod-1/node-202">

<l3extInfraNodeP descr="" fabricExtCtrlPeering="yes" name=""/>
<l3extLoopBackIfP addr="202::202/128" descr="" name=""/>
<l3extLoopBackIfP addr="202.202.202.202/32" descr="" name=""/>

</l3extRsNodeL3OutAtt>

<l3extRsNodeL3OutAtt rtrId="203.203.203.203" rtrIdLoopBack="no"
tDn="topology/pod-2/node-203">

<l3extInfraNodeP descr="" fabricExtCtrlPeering="yes" name=""/>
<l3extLoopBackIfP addr="203::203/128" descr="" name=""/>
<l3extLoopBackIfP addr="203.203.203.203/32" descr="" name=""/>

</l3extRsNodeL3OutAtt>

<l3extRsNodeL3OutAtt rtrId="204.204.204.204" rtrIdLoopBack="no"
tDn="topology/pod-2/node-204">

<l3extInfraNodeP descr="" fabricExtCtrlPeering="yes" name=""/>
<l3extLoopBackIfP addr="204::204/128" descr="" name=""/>
<l3extLoopBackIfP addr="204.204.204.204/32" descr="" name=""/>

</l3extRsNodeL3OutAtt>

<l3extLIfP name='portIf'>
<l3extRsPathL3OutAtt descr='asr' tDn="topology/pod-1/paths-201/pathep-[eth1/1]"

encap='vlan-4' ifInstT='sub-interface' addr="201.1.1.1/30" />
<l3extRsPathL3OutAtt descr='asr' tDn="topology/pod-1/paths-201/pathep-[eth1/2]"

encap='vlan-4' ifInstT='sub-interface' addr="201.2.1.1/30" />
<l3extRsPathL3OutAtt descr='asr' tDn="topology/pod-1/paths-202/pathep-[eth1/2]"

encap='vlan-4' ifInstT='sub-interface' addr="202.1.1.1/30" />
<l3extRsPathL3OutAtt descr='asr' tDn="topology/pod-2/paths-203/pathep-[eth1/1]"

encap='vlan-4' ifInstT='sub-interface' addr="203.1.1.1/30" />
<l3extRsPathL3OutAtt descr='asr' tDn="topology/pod-2/paths-203/pathep-[eth1/2]"

encap='vlan-4' ifInstT='sub-interface' addr="203.2.1.1/30" />
<l3extRsPathL3OutAtt descr='asr'

tDn="topology/pod-2/paths-204/pathep-[eth4/31]" encap='vlan-4' ifInstT='sub-interface'
addr="204.1.1.1/30" />

<ospfIfP>
<ospfRsIfPol tnOspfIfPolName='ospfIfPol'/>

</ospfIfP>

</l3extLIfP>
</l3extLNodeP>

<l3extInstP descr="" matchT="AtleastOne" name="instp1" prio="unspecified"
targetDscp="unspecified">

<fvRsCustQosPol tnQosCustomPolName=""/>
</l3extInstP>

</l3extOut>

<fvFabricExtConnP descr="" id="1" name="Fabric_Ext_Conn_Pol1" rt="extended:as2-nn4:5:16"
status=''>

<fvPodConnP descr="" id="1" name="">
<fvIp addr="100.11.1.1/32"/>
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</fvPodConnP>
<fvPodConnP descr="" id="2" name="">

<fvIp addr="200.11.1.1/32"/>
</fvPodConnP>
<fvPeeringP descr="" name="" ownerKey="" ownerTag=""

type="automatic_with_full_mesh"/>
<l3extFabricExtRoutingP descr="" name="ext_routing_prof_1" ownerKey="" ownerTag="">

<l3extSubnet aggregate="" descr="" ip="100.0.0.0/8" name=""
scope="import-security"/>

<l3extSubnet aggregate="" descr="" ip="200.0.0.0/8" name=""
scope="import-security"/>

<l3extSubnet aggregate="" descr="" ip="201.1.0.0/16" name=""
scope="import-security"/>

<l3extSubnet aggregate="" descr="" ip="201.2.0.0/16" name=""
scope="import-security"/>

<l3extSubnet aggregate="" descr="" ip="202.1.0.0/16" name=""
scope="import-security"/>

<l3extSubnet aggregate="" descr="" ip="203.1.0.0/16" name=""
scope="import-security"/>

<l3extSubnet aggregate="" descr="" ip="203.2.0.0/16" name=""
scope="import-security"/>

<l3extSubnet aggregate="" descr="" ip="204.1.0.0/16" name=""
scope="import-security"/>

</l3extFabricExtRoutingP>
</fvFabricExtConnP>

</fvTenant>
</polUni>

ステップ 5 物理ポッドごとのルーティング可能なサブネットを設定します。

例：

URL: https://<controllername>/api/node/mo/uni/controller/setupPol.xml

POST:

<fabricSetupP podId="1">
<fabricExtRoutablePodSubnet pool="197.16.0.0/25"

reserveAddressCount = 2/>
</fabricSetupP>

この例では、poolでルーティング可能なサブネットまたは外部TEPプールを定義しています。
プールの開始から reserveAddressCountまでの IPアドレスの一部を予約することができます。
Cisco APICではこれらの IPアドレスは管理されず、ユーザが必要に応じて設定することがで
きます。

次の点に注意してください。

•ルーティング可能なTEPプールのそれぞれの最小サイズは /28で、最大サイズは物理ポッ
ドごとに /22です。

•このTEPプールからのアドレスは境界のリーフとスパインに割り当てられます。つまり、
物理TEP（PTEP）は境界のリーフに割り当てられ、コントローラプレーンTEP（CP-TEP）
はスパインに割り当てられます。

• CiscoAPICにはそれぞれ、ルーティング可能な IPアドレスが1つずつ割り当てられます。

•サイトごとに 1つのマルチキャスト TEP IPアドレスが、ポッド 1のルーティング可能なサ
ブネットから割り当てられます。
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ステップ 6 物理ポッドごとに、一意のユニキャスト TEP IPアドレスと、 Border Gateway Protocol（BGP）
ネクストホップとして使用する IPアドレスを設定します。

これらのアドレスは、外部 TEPプール（ルーティング可能なサブネット）の予約済みの部分
から設定することができます。

例：

<fvTenant name="infra">

<fvFabricExtConnP id="1" rt="extended:as2-nn4:5:16">
<fvPodConnP id="1">

<fvIp addr="108.11.1.1/32"/>
<fvExtRoutableUcastConnP addr="197.16.0.1/32"/>

</fvFabricExtConnP>
</fvTenant>

ステップ 7 マルチプロトコル BGP（MP-BGP）ルートリフレクタを設定します。

例：

https://<apic-name-or-ip>/api/policymgr/mo/uni.xml

<polUni>
<fabricInst>
<fabricPodP name="default">
<fabricPodS name="default" type="ALL">
<fabricRsPodPGrp tDn="uni/fabric/funcprof/podpgrp-default"/>

</fabricPodS>
</fabricPodP>

<fabricFuncP name="default">
<fabricPodPGrp name="default">
<fabricRsPodPGrpBGPRRP tnBgpInstPolName="default"/>

</fabricPodPGrp>
</fabricFuncP>

<bgpInstPol name="default">
<bgpAsP asn="200"/>
<bgpRRP>
<bgpRRNodePEp id="202" status=""/>

</bgpRRP>
</bgpInstPol>

</fabricInst>
</polUni>

ルートリフレクタを設定して、将来コントローラからスパインスイッチを削除する必要があ

る場合は、コントローラからスパインスイッチを削除する前に、必ず [BGP Route Reflector]
ページで [Route Reflector]を無効にしてください。そうしないとエラーが発生します。

ルートリフレクタを無効にするには、[BGP Route Reflector]ページの [Route Reflector Nodes]領
域で、該当するルートリフレクタを右クリックし、[Delete]を選択します。『Cisco APICLayer
3 Networking Configuration Guide』で、「MP-BGP Route Reflectors」の章の「Configuring an
MP-BGP Route Reflector Using the GUI」の項を参照してください。
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Cisco APIC GUIを使用した Cisco ACI vPodの追加
Cisco Application Centric Infrastructure（ACI） Virtual Pod（vPod）を追加するには、ポッド ID
とトンネルエンドポイント（TEP）プールを定義します。また、2つの必要なノードで、仮想
スパイン（vSpine）および仮想リーフ（vLeaf）仮想マシン（VM）を設定します。

始める前に

•リモートサイトの Cisco ACI vPodと通信する物理ポッドをオンプレミスデータセンター
に準備しておく必要があります。このガイドの Cisco APIC GUIを使用した物理ポッドの
IPN接続の準備（9ページ）を参照してください。

• Cisco ACI vPodを作成する前に、Cisco Application Centric Infrastructure Virtual Edge仮想マ
シンマネージャ（VMM）ドメインを作成することをお勧めします。

事前に VMMを作成していない場合は、この手順で作成すること
ができます。CiscoACI vPodを追加する前にCiscoACIVirtual Edge
VMMドメインを作成する場合は、[Add Virtual Pod]ダイアログ
ボックスでドメインを作成する場合よりも多くの手順が必要にな

ります。ただし、事前に作成している場合は、より多くのオプ

ションを設定できます。ここで Cisco ACI Virtual Edge VMMドメ
インを作成すると、CiscoAPICによって、vSpineおよびvLeafVM
用のセレクタとアタッチ可能なエンティティプロファイルが作成

されます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）にログインします。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•前の手順「Cisco APIC GUIを使用した物理ポッドの IPN接続の準備（9ページ）」を完
了して、まだ [Configure Interpod Connectivity]サマリーパネルを閉じていない場合は、ス
テップ 3～ 5を省略し、この手順のステップ 6から再開します。

•前の手順「Cisco APIC GUIを使用した物理ポッドの IPN接続の準備（9ページ）」を完
了して、すでに [Configure InterpodConnectivity]サマリーパネルボックスを閉じた場合は、
この手順のステップ 3に進みます。

ステップ 3 [Fabric] > [Inventory]を選択します。

ステップ 4 [Quick Start]を展開し、[Add Pod]をクリックします。

ステップ 5 作業ペインで、[Add Virtual Pod]をクリックします。
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ステップ 6 [Configure Add Virtual STEP 1 > Overview]パネルで、Cisco ACI vPodの追加に必要なタスクを説
明する図とテキストを確認し、[Get Started]をクリックします。

ステップ 7 [Add Virtual Pod STEP 1 > Virtual Pod]ダイアログボックスの [Virtual Pod Configuration]領域で、
次の手順を実行します。

a) [Pod ID]フィールドで、ポッド IDを選択します。

ポッド IDには任意の正の整数を指定できます。ただし、Cisco ACIファブリック内で一意
である必要があります。

b) [Pod TEP Pool]フィールドで、プールアドレスとサブネットを入力します。
c) [Pool of Reserved IP]フィールドに、ポッド TEPプール内の予約済み IPアドレスのプール
を入力します。

プールは、DHCPサーバから送信されず、特定の用途に予約することができる IPアドレス
で構成されています。予約済みのサブネットは、TEPプールの最初または最後にする必要
があります。サブネットのサイズは TEPプールの 4分の 1以下にする必要があります。

d) [Gateway IPAddress]フィールドに、TEPプールのゲートウェイ IPアドレスを入力します。
e) [Dataplane TEP IP]フィールドで、自動的に生成されたデータプレーン TEP IPアドレスを
受け入れるか、新しいアドレスを入力します。

新しいデータプレーンTEPIPアドレスを入力する場合、予約済みのサブネットから指定で
きますが、そのサブネットで使用されている他の IPと競合しないようにする必要がありま
す。

入力したデータプレーン TEP IPアドレスが Cisco ACI vPod TEPプールからのも
のでない場合は、そのルートを IPNおよび Cisco ACIファブリックで設定する必
要があります。そうすることで、このルートが受け入れられるようになります。

このガイドの付録「IPNから受け入れるルートの数を増やすための Cisco ACIの
設定（45ページ）」を参照してください。

（注）

ステップ 8 [Add Virtual Pod STEP 1 > Virtual Pod Virtual Leafs]領域で、[vLeaf 1]および [vLeaf 2]セレクタ
を使用して、各 vLeafのノード IDを選択します。

ステップ 9 [Virtual Spines]領域で、次の手順を実行します。

[Router ID]フィールドは自動的に生成されます。（注）

a) [Node ID]セレクタを使用して、各仮想スパインの IDを選択します。
b) （オプション）[Loopback Address]フィールドに、各仮想スパインのループバックアドレ
スを入力します。

入力したルータ IPおよびループバックアドレスが Cisco ACI vPod TEPプールか
らのものでない場合は、それらのルートを IPNおよび Cisco ACIファブリックで
設定する必要があります。そうすることで、IPNと Cisco ACIファブリックがこ
れらのルートを受け入れることができます。このガイドの付録「IPNから受け入
れるルートの数を増やすためのCisco ACIの設定（45ページ）」を参照してくだ
さい。

（注）
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ステップ 10 [Add Virtual Pod STEP 2 > Virtual Pod BGP]領域で、[Use Defaults]チェックボックスをオンまた
はオフのままにして、オプションの Border Gateway Protocol（BGP）ピアパスワードを設定す
るためのフィールドを表示します。

このパスワードは、vLeafと vSpine間の BGP通信用です。

a) [BGP Password]フィールドに、BGPピアパスワードを入力します。
b) [Confirmation]フィールドに、BGPピアパスワードを再入力します。

ステップ 11 [Next]をクリックします。

ステップ 12 [Add Virtual Pod STEP 3 > vCenter Domain]ダイアログボックスで、[VMM Domain]ドロップダ
ウンリストから次の手順を実行します。

a) [vCenter Domain Name]ドロップダウンリストから、既存の Cisco ACI Virtual Edge vCenter
ドメインを選択するか、新しいドメインの名前を入力して、いくつかの設定フィールド

を表示します。

b) [AVE VLAN Range]フィールドに、カプセル化ブロック範囲を入力します。

[AVE VLAN Range]は、プライベートVLAN（PVLAN）に使用される内部VLAN範囲で
す。

Cisco APICにより、指定したブロックを持つ VLANプールが作成されます。

c) [vCenter Name]に、ドメインを作成する VMware vCenterの名前を入力します。
d) [Datacenter]フィールドに、ドメインを作成するデータセンターの名前を入力します。
e) [vCenter Username]フィールドに、VMware vCenterのユーザ名を入力します。
f) [vCenter Password]フィールドに、VMware vCenterのパスワードを入力します。
g) [Confirm Password]フィールドに、VMware vCenterのパスワードを再入力します。
h) [Fabric-Wide Multicast Address]フィールドに、アドレスを入力します。

アドレスは、マルチキャストアドレスのプールとは異なるアドレスにし、CiscoACIファ
ブリック内で一意である必要があります。

i) [Pool ofMulticastAddresses（one per EPG）]フィールドに、マルチキャストアドレスプー
ルを入力します。

j) [DVSVersion]ドロップダウンリストで、[vCenterDefault]を受け入れるか、別のバージョ
ンを選択します。

ステップ 13 [Finish]をクリックします。

Cisco APICから、Cisco ACI vPodについての情報の概要が表示され、JSONファイルが提供さ
れます。このファイルを使用して設定を複製することができます。
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また、Cisco APICから表示される次の情報も必ずキャプチャしてください。

•管理者パスフレーズ。VMware vCenterにCiscoACI vPodを展開するときに必要で
す。

パスフレーズは 60分間有効です。 Cisco ACI vPodの追加と展開でより多くの時
間を必要とする場合は、CiscoAPICで60分おきに再生成される新しいパスフレー
ズをキャプチャできます。[System] > [System Settings] > [APIC Passphrase]に移
動します。[Work]ペインにパスフレーズが表示されます。

• Cisco APICの外部 TEPアドレス。IPNで DHCPリレーとして設定するために必
要です。

（注）

次のタスク

•ノードの登録が保留中の vSpineおよび vLeafを Cisco APIC GUIで表示することができま
す。[Fabric] > [Inventory] > [Fabric Membership] > [Nodes Pending Registration]に移動し
ます。ノードは、CiscoACIvPodが正常に展開されて検出プロセスが完了するまで、[Nodes
Pending Registration]パネルに残ります。

•このガイドの「VMware vCenterコンテンツライブラリへのOVFファイルのアップロード
（22ページ）」および「Cisco ACI vCenterプラグインを使用した ESXiホストへの Cisco
ACI vPod VMの展開（24ページ）」の項のタスクを実行します。

REST APIを使用した Cisco ACI vPodの追加
Cisco Application Centric Infrastructure（ACI） Virtual Pod（vPod）を追加するには、ポッド ID
とトンネルエンドポイント（TEP）プールを定義します。また、2つの必要なノードで、仮想
スパイン（vSpine）および仮想リーフ（vLeaf）仮想マシン（VM）を設定します。

始める前に

•リモートサイトの Cisco ACI vPodと通信する物理ポッドをオンプレミスデータセンター
に準備しておく必要があります。このガイドの「CiscoAPICGUIを使用した物理ポッドの
IPN接続の準備（9ページ）」および「REST APIを使用した物理ポッドの IPN接続の準
備（12ページ）」を参照してください。

• Cisco ACI vPodを作成する前に、Cisco Application Centric Infrastructure Virtual Edge仮想マ
シンマネージャ（VMM）ドメインを作成することをお勧めします。

手順

ステップ 1 Cisco ACI vPodを追加します。
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例：

https://<controllername>/api/node/mo/uni/controller/setupPol.xml

<fabricSetupPol>
<fabricSetupP tepPool="196.0.128.0/22" podId="3" podType="virtual">
<fabricSetupAllocP gatewayAddress="196.0.128.1" reservedAddress="196.0.128.0/27"/>
<fabricAssociatedSetupP pool="20.0.0.0/28" >
<fabricSetupAllocP gatewayAddress="20.0.0.14" reservedAddress="20.0.0.8/29"/>
</fabricAssociatedSetupP>
<fabricPodDhcpServer nodeId="301" serverType="primary”/>
<fabricPodDhcpServer nodeId="303" serverType="secondary”/>
</fabricSetupP>
</fabricSetupPol>

Cisco ACI vPodの作成：Cisco ACI vPodを作成するには、ポッドのプライマリ TEPプールを使
用して fabricSetupPポリシーをポストする必要があります。

<fabricSetupP tepPool="196.0.128.0/22" podId="3" podType="virtual">

•仮想リーフ（vLeaf）および仮想スパイン（vSpine）の IPアドレスは、プライマリTEPプー
ルから割り当てられます。

•プライマリ TEPプールは、Cisco ACI Virtual Edgeおよび Head-End Replicated（HREP）の
IPアドレスにも使用できます。

TEPプールサブネットのそれぞれの最小サイズは /28で、最大サイズは /22です。

ゲートウェイ IPアドレス：予約済み TEPプールサブネットの最初または最後から、Cisco ACI
vPodのゲートウェイ IPアドレスとサブネットを指定する必要があります。ゲートウェイは、
Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）によって（DHCPを使用して）vLeafと
vSpineに自動的にプログラムされます。サブネットの予約済みの部分は APICによって管理さ
れておらず、通常はゲートウェイ、HSRP関連の IP、データプレーン TEP、およびルータ ID
に使用されます。

<fabricSetupAllocP gatewayAddress="196.0.128.1" reservedAddress="196.0.128.0/27"/>

セカンダリTEPプール：fabricAssociatedSetupPポリシーをポストして、セカンダリTEPプー
ルを Cisco ACI vPodに追加することができます。このオプションの設定は、Cisco ACI vPodで
複数のサブネットを設定する場合にのみ使用します。セカンダリサブネットは、Cisco ACI
vPod内の Cisco ACI Virtual Edgeでのみ使用されます。
<fabricAssociatedSetupP pool="20.0.0.0/28" >
<fabricSetupAllocP gatewayAddress="20.0.0.14" reservedAddress="20.0.0.8/29"/>
</fabricAssociatedSetupP>

プライマリサブネットでは、GatewayAddressと reservedAddressの意味は同じです。

DHCPサーバの設定：fabricPodDhcpServerポリシーをポストして、たとえば vLeafでプライ
マリおよびセカンダリモードで実行されている DHCPサーバを設定する必要があります。
<fabricPodDhcpServer nodeId="301" serverType="primary”/>
<fabricPodDhcpServer nodeId="303" serverType="secondary”/>

ステップ 2 Cisco ACI vPodの Border Gateway Protocol（BGP）ネクストホップの IPアドレスと、BGPパス
ワードを追加します。

例：
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<fvFabricExtConnP descr="" id="1" name="Fabric_Ext_Conn_Pol1" rt="extended:as2-nn4:5:16"
status=''>

<fvPodConnP descr="" id="3">
<fvIp addr="166.11.1.1/32"/>
<fvPasswordConfig password="12345"/>

</fvPodConnP>
</fvFabricExtConnP>

Cisco ACI vPod VMware vCenterを使用した展開
インストールの前提条件を満たしたら、VMware vCenterを使用して Cisco Application Centric
Infrastructure（ACI） Virtual Pod（vPod）を展開することができます。プロセスを自動化する
Cisco ACI vCenterプラグインを使用します。

最初に、Cisco ACI vPod仮想マシン（VM）オープン仮想化フォーマット（OVF）ファイルを
VMwarevCenterコンテンツライブラリにアップロードします（OVFファイルを取得するには、
Cisco ACI vPodオープン仮想化アプライアンス（OVA）ファイルから抽出します）。

また、Cisco Application Centric Infrastructure Virtual Edge OVFファイルを VMware vCenterコン
テンツライブラリにアップロードする必要もあります。その後、Cisco ACI vPod VMと Cisco
ACI Virtual Edge VMを展開できます。

Cisco ACI vPodを展開した後で、いったん VMware vCenterインベントリから削除して追加し
直さないでください。これを行うと、展開時に行った設定がすべて削除されます。既存のもの

をインベントリに戻すのではなく、Cisco ACI vPodを新しく追加してください。

（注）

Cisco ACI vPodを展開した後、インターフェイスに仮想トンネルエンドポイント（VTEP）ア
ドレスがあることを確認します。このガイドの「Cisco ACI vPodの展開の確認」の項を参照し
てください。

VMware vCenterコンテンツライブラリへのOVFファイルのアップロー
ド

Cisco Application Centric Infrastructure（ACI） Virtual Pod（vPod）を ESXiホストに展開する前
に、2つのオープン仮想化フォーマット（OVF）ファイルをVMwarevCenterライブラリにアッ
プロードします。これらは、vSpineと vLeafが含まれている Cisco ACI vPod OVFファイルと、
Cisco ACI Virtual Edgeのイメージが含まれている Cisco ACI Virtual Edge OVFファイルです。
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コンテンツライブラリとしてローカルデータストアを使用する場合は、ホストを削除してか

らコンテンツライブラリを再度作成し、VMware vCenterに再アタッチします。ホストを再ア
タッチするとデータストアの IDが変更され、コンテンツライブラリとデータストアの間の関
連付けが解除されます。そのため、コンテンツライブラリの再作成が必要になります。

（注）

この手順は 2回実行します。CiscoACI vPodOVFファイルについて 1回、CiscoACIVirtual Edge
OVFファイルについて 1回実行します。

（注）

始める前に

次のことを既に実行済みである必要があります。

• Cisco ACI vPod OVFファイルがあるフォルダと Cisco ACI Virtual Edge OVFファイルがあ
るフォルダを Cisco.comからコンピュータにダウンロードした。

• Cisco ACI vPodファイルと Cisco ACI Virtual Edgeファイルが Cisco APICのバージョンと互
換性があることを確認した。

• Cisco ACI Virtual Edge VMMドメインを Cisco APICに作成した。

• Cisco ACI vPodの展開に Cisco ACI vCenterプラグインの使用を予定している場合は、ファ
ブリックがプラグインに登録されていることを確認します。

プラグインをインストールして使用するための手順については、『Cisco ACI Virtualization
Guide』の「Cisco ACI vCenter Plug-in」の章を参照してください。

手順

ステップ 1 vSphere Webクライアントにログインします。

ステップ 2 [Content Libraries]を選択します。

Cisco ACI vPod OVFおよび Cisco ACI Virtual Edgeファイルをアップロードしたものを受け取る
ため、既存のコンテンツライブラリを使用するか、またはコンテンツライブラリを作成でき

ます。手順については、VMwareのドキュメンテーションを参照してください。

ステップ 3 ライブラリを選択し、[Import item]をクリックします。

ステップ 4 [Import library item]ダイアログボックスで、[Browse]ボタンをクリックします。

ステップ 5 ポップアップダイアログボックスで、OVFファイルを選択し、[Open]をクリックします。

別のポップアップダイアログボックスが表示され、OVFフォルダで 1つまたは複数のファイ
ルを選択するよう求められます。

ステップ 6 OVFフォルダで VMDKファイルを選択します。
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ステップ 7 ステップ 5で Cisco ACI Virtual Edge OVFファイルを選択した場合は、OVFフォルダで XML
ファイルも選択します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

OVFファイルがコンテンツライブラリにアップロードされると、作業ウィンドウの [Templates]
タブに表示されます。

次のタスク

このガイドの「Cisco ACI vCenterプラグインを使用した ESXiホストへの Cisco ACI vPod VM
の展開（24ページ）」の手順に記載されているタスクを実行します。

Cisco ACI vCenterプラグインを使用した ESXiホストへの Cisco ACI vPod
VMの展開

Cisco ACI vPod VM OVFファイルを VMware vCenterにアップロードしたら、Cisco ACI vCenter
プラグインを使用して、Cisco ACI vPod仮想スパイン（vSpine）および仮想リーフ（vLeaf）仮
想マシン（VM）を ESXiホストに展開します。

展開方法の詳細については、このガイドの「Cisco ACI vPod PowerCLIを使用した展開（25
ページ）」および「Cisco ACI vPod Pythonを使用した展開（29ページ）」を参照してくださ
い。

始める前に

次のタスクが実行済みである必要があります。

• Cisco Application Centric Infrastructure（ACI） Virtual Pod（vPod） VM OVFファイルを
VMware vCenterにアップロードした。

手順については、このガイドの「VMware vCenterコンテンツライブラリへのOVFファイ
ルのアップロード（22ページ）」の項を参照してください。

•物理ポッドと Cisco ACI vPod間の接続を設定した。

手順については、このガイドの「IPN接続のためのポッドの準備」の項を参照してくださ
い。

• Cisco ACI vPodを Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）で追加した。

手順については、このガイドの「Cisco APIC GUIを使用した Cisco ACI vPodの追加（17
ページ）」の項を参照してください。

•期限が切れていない Cisco APICパスフレーズをキャプチャした。

Cisco ACI vPodを追加した後、Cisco APICにパスフレーズが表示されます。パスフレーズ
は60分間有効です。CiscoACIvPodの追加と展開でより多くの時間を必要とする場合は、
Cisco APICで 60分おきに再生成される新しいパスフレーズをキャプチャできます。
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[System] > [System Settings] > [APIC Passphrase]に移動します。[Work]ペインにパスフ
レーズが表示されます。

VMware vCenter 6.0 Web Clientを使用している場合は、OVFファイルを参照するポップアップ
ウィンドウが表示されないことがあります。この場合、OVFと仮想マシンディスクファイル
(VMDK)を HTTPサーバーにアップロードします。その後、サーバーから OVFファイル URL
を使用して、OVFファイルをコンテンツライブラリにダウンロードします。

（注）

手順

ステップ 1 vSphere Webクライアントにログインします。

ステップ 2 [Home]作業ウィンドウで、[Cisco ACI Fabric]アイコンをクリックします。

[Navigator]で [Infrastructure]フォルダをクリックし、作業ペインで [vPod]タブを選択します。

ステップ 3 [Select a Virtual Pod]ドロップダウンリストで、以前に Cisco APICに作成した Cisco ACI vPod
を選択します。

[vPod Nodes]領域に、Cisco APICにプロビジョニングされているノードの一覧が表示されま
す。

ステップ 4 [Select Hosts]領域で、Cisco ACI vPod VMを展開する 2つのホストを選択します。

ステップ 5 [Select Hosts]領域で、次の手順を実行します。

a) [Version]ドロップダウンリストで、展開する Cisco ACI vPodバージョンを選択します。
b) [Mgmt]ドロップダウンリストで、管理ポートグループを選択します。
c) [Infra]ドロップダウンリストで、インフラポートグループを選択します。
d) [Datastore]ドロップダウンリストで、カスタムのデータストアを選択することをお勧めし
ます。

カスタムのデータストアの選択をお勧めする理由は、CiscoACIvPodのvSpineおよびvLeaf
VMをホストのローカルストレージにのみ展開する必要があるためです。

e) [APIC Passphrase]フィールドに、Cisco APICのパスフレーズを入力します。

ステップ 6 [Deploy vPod]をクリックします。
作業ウィンドウに展開の進捗状況が表示されます。Cisco ACI vPodがアクティブとして表示さ
れるまでに数分かかることがあります。

Cisco ACI vPod PowerCLIを使用した展開
プレインストールの前提条件を満たした後に、VMware PowerCLIを使用して Cisco Application
Centric Infrastructure（ACI） Virtual Pod（vPod）をインストールすることができます。
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最初に、VMware PowerCLIファイルを含む zipファイルをダウンロードし、Cisco ACI vPodを
インポートし、VMware vCenterコンテンツライブラリから新しい Cisco ACI vPod VMを展開
します。

PowerCLI環境の設定
PowerCLIを使用して Cisco Application Centric Infrastructure（ACI） Virtual Pod（vPod）または
Cisco Application Centric Infrastructure Virtual Edgeの仮想マシン（VM）を展開する前に、
CiscoAVE PowerCLIモジュールをインポートし、VMware vCenterへの接続を確立します。

始める前に

PowerCLI 6.0リリース 3以降があることを確認します。

手順

ステップ 1 Cisco ACI vPodまたは Cisco ACI Virtual Edgeの高次の設定ファイルが含まれている CiscoAVE
.zipファイルをダウンロードします。

zipファイルには次のものが含まれています。

• CiscoAVE.psm1：CiscoAVE VMware PowerCLIモジュールファイル

• lib/：モジュールライブラリ

ステップ 2 Import-Moduleコマンドを使用して、CiscoAVE PowerCLIモジュールをインポートします。

例：

PowerCLI C:\> Import-Module CiscoAVE.psm1

ステップ 3 標準の PowerCLIコマンド（Connect-VIServerおよび Connect-CisServer）を使用して VMware
vCenterに接続します。

Connect-CisServerコマンドは、VMware vCenterコンテンツライブラリのタグ付けや管理など
の機能に必要です。

例：

PowerCLI C:\> Connect-VIServer -Server 172.23.143.235 -User admin -Password lab

Name Port User
---- ---- ----
172.23.143.235 443 admin

例：

PowerCLI C:\> Connect-CisServer -Server 172.23.143.235 -User admin -Password lab

Name User Port
---- ---- ----
172.23.143.235 admin@localos 443

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)インストールガイド
26

Cisco ACI vPodのインストール

PowerCLI環境の設定



VMware PowerCLIを使用したVMware vCenterコンテンツライブラリの
管理

オープン仮想化フォーマット（OVF）ファイルをVMwarevCenterコンテンツライブラリにアッ
プロードします。これで、ファイル内のスクリプトで仮想マシン（VM）を展開できます。

既存のコンテンツライブラリを使用するか、コンテンツライブラリを作成します。VMware
vSphere Webクライアント UIで、またはこの項に記載している PowerCLIコマンドを使用し
て、新しいコンテンツライブラリを作成します。

手順

ステップ 1 New-LocalContentLibraryコマンドを使用して新しい VMware vCenterコンテンツライブラリ
を作成します。

次のテキストはコマンドの構文です。

New-LocalContentLibrary [-Name] Object [-Datastore] Object [-Datacenter] Object
[CommonParameters]

例：

PowerCLI C:\> New-LocalContentLibrary -Name ave-lib -Datastore 129-local -Datacenter
mininet
Connecting to vCenter.................................................[ok]
Creating content library 'ave-lib'....................................[ok]

ステップ 2 New-ContentLibraryItemコマンドを使用して OVFファイルを VMware vCenterコンテンツラ
イブラリにアップロードします。

コマンドを実行するローカルマシンで OVF（.ova）ファイルを利用可能にする必要がありま
す。

次のテキストはコマンドの構文です。

New-ContentLibraryItem [-Name] Object [-ContentLibrary] Object [-Ovf] Object
[CommonParameters]

例：

PowerCLI C:\> New-ContentLibraryItem -Name vpod-ova -ContentLibrary ave-lib -Ovf
L:\ova\aci-vpod.14.0.0.84.ova
Connecting to vCenter.................................................[ok]
Extracting OVA........................................................[ok]
Validating............................................................[ok]
Uploading aci-vpod.14.0.0.84-disk1.vmdk...............................[ok]
Uploading aci-vpod.14.0.0.84.ovf......................................[ok]
Finishing up..........................................................[ok]

ステップ 3 Remove-LocalContentLibraryItemコマンドを使用してVMware vCenterコンテンツライブラリ
から項目を削除します。

次のテキストはコマンドの構文です。

Remove-LocalContentLibraryItem [-Name] Object [-ContentLibrary] Object [CommonParameters]

例：
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PowerCLI C:\> Remove-LocalContentLibraryItem -Name vpod-14.0.0.84 -ContentLibrary vpod-ova
Connecting to vCenter.................................................[ok]
Deleting content library item 'vpod-14.0.0.84'........................[ok]

VMware PowerCLIを使用した Cisco ACI vPodの展開
VMware PowerCLIを使用して、仮想スパイン（vSpine）および仮想リーフ（vLeaf）仮想マシ
ン（VM）のペアを対象のホストに展開します。展開済みのCiscoApplicationCentric Infrastructure
（ACI） Virtual Pod（vPod）VMのリストを取得することもできます。

始める前に

次のことを既に実行済みである必要があります。

• Cisco Application Centric Infrastructure（ACI） Virtual Pod（vPod）オープン仮想化フォー
マット（OVF）を VMware vCenterコンテンツライブラリにアップロードした。

手順については、このガイドの「VMware vCenterコンテンツライブラリへのOVFファイ
ルのアップロード（22ページ）」の項を参照してください。

•物理ポッドと Cisco ACI vPod間の接続を設定した。

手順については、このガイドの「IPN接続のためのポッドの準備」の項を参照してくださ
い。

• Cisco ACI vPodを Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）で追加した。

手順については、このガイドの「Cisco APIC GUIを使用した Cisco ACI vPodの追加（17
ページ）」の項を参照してください。

•期限が切れていない Cisco APICパスフレーズをキャプチャした。

Cisco ACI vPodを追加した後、Cisco APICにパスフレーズが表示されます。パスフレーズ
は60分間有効です。CiscoACIvPodの追加と展開でより多くの時間を必要とする場合は、
Cisco APICで 60分おきに再生成される新しいパスフレーズをキャプチャできます。
[System] > [System Settings] > [APIC Passphrase]に移動します。[Work]ペインにパスフ
レーズが表示されます。

• vLeafと vSpineのすべてのシリアル番号を、Cisco APICで作成した Cisco ACI vPodから
キャプチャした。

手順

ステップ 1 New-VPodVMコマンドを使用して、vSpineおよび vLeaf VMを展開します。

別々のホストでコマンドを 2回実行し、vSpineおよび vLeaf VMのペア 1つを各ホストに展開
します。

次のテキストはコマンドの構文です。
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New-VPodVM [-HostName] Object [-MgmtPortgroupName] Object [-InfraPortgroupName] Object
[-AuthMode] Object [-AuthKey] SecureString
[-OvfItem] Object [-VpodId] Object [[-VspineSerial] String] [[-VleafSerial] String]
[[-Library] String] [[-DatastoreName]
String] [[-VspineIp] String] [[-VspineNetmask] String] [[-VspineGateway] String]
[[-VspineNameserver] String] [[-VleafIp]
String] [[-VleafNetmask] String] [[-VleafGateway] String] [[-VleafNameserve r] String]
[CommonParameters]

例：

個々のパラメータの詳細については、コマンドGet-Help New-VPodVM -detailedを入
力して出力を確認してください。

（注）

PowerCLI C:\> $pass = Read-Host -AsSecureString
********
PowerCLI C:\> PowerCLI C:\> New-VPodVM -HostName 172.23.143.129 -MgmtPortgroupName
"my-vds/mgmt-pg" -InfraPortgroupName "vpod-infra" -DatastoreName 129-local -AuthKey $pass
-OvfItem vpod-ova -VPodId 2 -VspineSerial SPINE201-SWJI -VleafSerial LEAF203-VIWE
Connecting to vCenter.................................................[ok]
Validating configuration..............................................[ok]
Deploying vSpine & vLeaf (this might take several minutes)............[ok]
Performing configuration..............................................[ok]
Powering On VM 'cisco-vPod2-spine1'...................................[ok]
Powering On VM 'cisco-vPod2-leaf1'....................................[ok]

ステップ 2 Get-VPodVMコマンドを使用して、展開済みの Cisco ACI vPod VMのリストを取得します。

次のテキストはコマンドの構文です。

Get-VPodVM [CommonParameters]

例：

PowerCLI C:\> Get-VpodVM | Format-Table
VirtualMachine role serial pod HostName ManagementIp
-------------- ---- ------ --- -------- ------------
cisco-vPod2-leaf1 leaf VLEAF1-2-OBQ9L 2 172.23.143.129 172.23.143.156
cisco-vPod2-spine1 spine VSPINE1-2-I9IYL 2 172.23.143.129 172.23.143.159

VMの管理 IPアドレスに静的 IPアドレスを使用する場合は、-VSpineIpパラメー
タと -VleafIpパラメータを使用します。次に例を示します。

-VSpineIp 172.23.150.100 -VSpineNetmask 255.255.255.0 -VSpineGateway
172.23.150.254 -VLeafIp 172.23.150.101 -VLeafNetmask 255.255.255.0 -VLeafGateway
172.23.150.254

（注）

Cisco ACI vPod Pythonを使用した展開
プレインストールの前提条件を満たしたら、Pythonを使用して Cisco Application Centric
Infrastructure（ACI）Virtual Pod（vPod）をインストールすることができます。

まずPythonファイルを含むZIPファイルをダウンロードし、Pythonを実行する環境を設定し、
Pythonコマンドを使用してVMware vCenterでコンテンツライブラリを作成し、CiscoACI vPod
仮想マシン（VM）オープン仮想化フォーマット（OVF）ファイルをVMwarevCenterコンテン
ツライブラリにアップロードし、コンテンツライブラリから新しい VMを展開します。
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Python環境の設定
Pythonを使用してCiscoApplication Centric Infrastructure（ACI）Virtual Pod（vPod）またはCisco
Application Centric Infrastructure Virtual Edgeをインストールできるように、Python環境をセッ
トアップします。

Pythonの依存ファイルの問題を避けるため、仮想環境の使用を強く推奨します。（注）

始める前に

次のことを既に実行済みである必要があります。

• Python 2.7.9降のバージョンがあることを確認した。

• VMware vCenter 6.0 GA U3以降があることを確認した。

• Gitと PIPがインストールされていることを確認した。

手順

ステップ 1 Cisco ACI vPodおよび Cisco ACI Virtual Edgeを展開するための高次の Python設定スクリプト
が含まれている .zipファイルをダウンロードします。

.zipファイルには次のものが含まれています。

• get-avevm.py：現在展開されている Cisco ACI Virtual Edge仮想マシン（VM）のリスト
を取得します。

• new-avevm.py：新しい Cisco ACI Virtual Edge VMを展開します。

• remove-avevm.py: Removes a Cisco ACI Virtual Edge VM.

• content-library.py：VMware vCenterコンテンツライブラリとやり取りします。

• get-vpodvm.py：現在展開されている Cisco ACI vPod VMのリストを取得します。

• new-vpodvm.py：Cisco ACI vPod VMの新しいペア（1つは仮想スパイン（vSpine）、1
つは仮想リーフ（vLeaf））を展開します。

• remove-vpodvm.py：すべての Cisco ACI vPod VMを削除します。

• requirements.txt：PIPパッケージ管理システムで使用される Pythonの依存ファイル
のリスト。

ステップ 2 （オプションですが推奨）Python仮想環境を設定します。

a) 次のコマンドを入力します。

例：
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$ pip install virtualenv
$ virtualenv venv

b) 次のいずれかのコマンドを入力します。

• LinuxまたはMacintoshシステムを使用している場合は、次のコマンドを入力します。
$ . venv/bin/activate

• Windowsシステムを使用している場合は、次のコマンドを入力します。
> ven\Scripts\activate

ステップ 3 VMware vSphere自動化ソフトウェア開発キット（SDK）をインストールします。

a) VMware vSphere自動化SDKをGitHubからダウンロードします。現在のところPythonパッ
ケージインデックス（PyPi）には最新バージョンはありません。

例：

(venv) $ git clone https://github.com/vmware/vsphere-automation-sdk-python.git
(venv) $ cd vsphere-automation-sdk-python

Linux:

(venv) $ pip install --upgrade -r requirements.txt --extra-index-url file://`pwd`/lib

Windows:

> pip install --upgrade --force-reinstall -r requirements.txt --extra-index-url
file:///absolute_dir_to_sdk/lib

ステップ 4 その他のすべての依存ファイルをインストールします。

例：

(venv) $ cd ../
(venv) $ pip install -r requirements.txt

requirements.txtファイルには、スクリプトで必要なすべての依存ファイルが含まれてい
ます。このファイル内の依存ファイルのインストールは 1回だけ行います。

Pythonを使用した VMware vCenterコンテンツライブラリの管理
オープン仮想化フォーマット（OVF）ファイルをVMwarevCenterコンテンツライブラリにアッ
プロードします。これで、ファイル内のスクリプトで仮想マシン（VM）を展開できます。

既存のライブラリを使用するか、新規に作成できます。VMware vSphere Webクライアント UI
で、またはこの項に記載している Pythonコマンドを使用して、新しいコンテンツライブラリ
を作成します。

手順

ステップ 1 Createサブコマンドを使用して、新しいコンテンツライブラリを作成します。
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次のテキストはコマンドの使用方法を示しています。

usage: content-library.py [-h] --vcenter VCENTER --vc-username VC_USERNAME
[--vc-password VC_PASSWORD] [--silent] Create --name NAME --datacenter DATACENTER
--datastore DATASTORE

例：

(venv) $ python content-library.py --vcenter 172.23.143.235 --vc-username admin
--vcpassword
lab Create --name ave_repo --datacenter mininet --datastore 129-local
Connecting to vCenter.................................................[ok]
Creating content library 'ave_repo'...................................[ok]

ステップ 2 Uploadサブコマンドを使用してOVFファイルをVMwarevCenterコンテンツライブラリにアッ
プロードします。

Pythonスクリプトを実行するローカルマシンで OVFファイルを利用可能にする必要がありま
す。

次のテキストはコマンドの使用方法を示しています。

usage: content-library.py [-h] --vcenter VCENTER --vc-username VC_USERNAME
[--vc-password VC_PASSWORD] [--silent] Upload --library LIBRARY --item ITEM --path PATH
[--vmdk-ds-path VMDK_DS_PATH]

例：

(venv) $ python content-library.py --vcenter 172.23.143.235 --vc-username admin
--vcpassword
lab Upload --library repo --item vpod-14.0.0.84 --path
/Users/user/dev/ovf/aci-vpod.14.0.0.84.ova
Connecting to vCenter.................................................[ok]
Extracting OVA........................................................[ok]
Validating............................................................[ok]
Uploading aci-vpod.14.0.0.84-disk1.vmdk...............................[ok]
Uploading aci-vpod.14.0.0.84.ovf......................................[ok]
Finishing up..........................................................[ok]

ステップ 3 Removeサブコマンドを使用してコンテンツライブラリから項目を削除します。

次のテキストはコマンドの使用方法を示しています。

usage: content-library.py [-h] --vcenter VCENTER --vc-username VC_USERNAME
[--vc-password VC_PASSWORD] [--silent] Remove --library LIBRARY --item ITEM

例：

(venv) $ python content-library.py --vcenter 172.23.143.235 --vc-username admin
--vcpassword
lab Remove --library repo --item vpod-14.0.0.84
Connecting to vCenter.................................................[ok]
Deleting content library item 'vpod-14.0.0.84'........................[ok]

Pythonを使用した Cisco ACI vPod VMの展開
Pythonを使用して、仮想スパイン（vSpine）および仮想リーフ（vLeaf）仮想マシン（VM）の
ペアを対象のホストに展開します。展開済みの Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）
Virtual Pod（vPod）VMのリストを取得することもできます。
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Pythonコマンドを2回入力して、仮想スパイン（vSpine）および仮想リーフ（vLeaf）仮想マシ
ン（VM）の 2つのペアを展開します。コマンドを入力するたびに別のホストを選択して、
vSpineと vLeafのペアを別のホストに展開します。

（注）

始める前に

次のことを既に実行済みである必要があります。

• Cisco Application Centric Infrastructure（ACI） Virtual Pod（vPod）オープン仮想化フォー
マット（OVF）を VMware vCenterコンテンツライブラリにアップロードした。

手順については、このガイドの「VMware vCenterコンテンツライブラリへのOVFファイ
ルのアップロード（22ページ）」の項を参照してください。

•物理ポッドと Cisco ACI vPod間の接続を設定した。

手順については、このガイドの「IPN接続のためのポッドの準備」の項を参照してくださ
い。

• Cisco Application Policy Infrastructure Controllerで Cisco ACI vPodを作成した。

手順については、このガイドの「Cisco APIC GUIを使用した Cisco ACI vPodの追加（17
ページ）」の項を参照してください。

•期限が切れていない Cisco APICパスフレーズをキャプチャした。

Cisco ACI vPodを追加した後、Cisco APICにパスフレーズが表示されます。パスフレーズ
は60分間有効です。CiscoACIvPodの追加と展開でより多くの時間を必要とする場合は、
Cisco APICで 60分おきに再生成される新しいパスフレーズをキャプチャできます。
[System] > [System Settings] > [APIC Passphrase]に移動します。作業ウィンドウにパスフ
レーズが表示され、更新アイコンをクリックして新しく生成されたパスフレーズを取得で

きることを確認します。

• vLeafと vSpineのすべてのシリアル番号を、Cisco APICで作成した Cisco ACI vPodから
キャプチャした。

手順

ステップ 1 Pythonスクリプト new-vpodvm.pyを使用して、vSpineおよび vLeaf VMを展開します。

次のテキストはスクリプトの使用方法を示しています。

usage: new-vpodvm.py [-h] [--silent] --vcenter VCENTER --vc-username
VC_USERNAME [--vc-password VC_PASSWORD] --host-name
HOST_NAME --mgmt-pg MGMT_PG --infra-pg INFRA_PG
--ovf-item OVF_ITEM --vpod-id VPOD_ID
[--auth-key AUTH_KEY] [--vspine-serial VSPINE_SERIAL]
[--vleaf-serial VLEAF_SERIAL] [--library LIBRARY]
[--datastore DATASTORE] [--vspine-ip VSPINE_IP]
[--vspine-netmask VSPINE_NETMASK]
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[--vspine-gateway VSPINE_GATEWAY]
[--vspine-nameserver VSPINE_NAMESERVER]
[--vleaf-ip VLEAF_IP] [--vleaf-netmask VLEAF_NETMASK]
[--vleaf-gateway VLEAF_GATEWAY]
[--vleaf-nameserver VLEAF_NAMESERVER]

例：

個々のパラメータの詳細については、コマンド python new-vpodvm.py -hを入力して
出力を確認してください。

（注）

(venv) $ python new-vpodvm.py --vcenter 172.23.143.235 --vc-username admin --vc-password
lab --host-name 172.23.143.129 --mgmt-pg 'my-vds/mgmt-pg' --infra-pg 'vpod-infra'
--ovf-item vpod-ova --vpod-id 2 --datastore 129-local --auth-key 3NWG4NDP4DESTZL2
--vspine-serial 'SPINE201-SWJI' --vleaf-serial 'LEAF203-VIWE'

Connecting to vCenter.................................................[ok]
Validating configuration..............................................[ok]
Deploying vSpine & vLeaf (this might take several minutes)............[ok]
Performing configuration..............................................[ok]
Powering On VM 'cisco-vPod2-spine1'...................................[ok]
Powering On VM 'cisco-vPod2-leaf1'....................................[ok]

ステップ 2 get-vpodvm.pyスクリプトを使用して、展開済みの Cisco ACI vPod VMのリストを取得しま
す。

次のテキストはスクリプトの使用方法を示しています。

usage: get-vpodvm.py [-h] [--silent] --vcenter VCENTER --vc-username
VC_USERNAME [--vc-password VC_PASSWORD]

例：

(venv) $ python get-vpodvm.py --vcenter 172.23.143.235 --vc-username admin --vc-password
lab

+--------------------+----------------+-----+-------+---------------+----------------
-+
| Virtual Machine | Host | POD | Role | Management IP | Serial Number
|
+--------------------+----------------+-----+-------+---------------+----------------
-+
| cisco-vPod2-leaf1 | 172.23.143.129 | 2 | leaf | None | VLEAF1-2-G9DPB
|
| cisco-vPod2-spine1 | 172.23.143.129 | 2 | spine | None | VSPINE1-2-8BH4M
|
+--------------------+----------------+-----+-------+---------------+----------------

静的 IPの管理 IPアドレスを使用する場合は、--vspine-ipパラメータと
--vleaf-ipパラメータを使用します。例：

--vspine-ip 172.23.150.100 --vspine-netmask 255.255.255.0 --vspine-gateway
172.23.150.254 --vleaf-ip 172.23.150.101 --vleaf-netmask 255.255.255.0
--vleaf-gateway 172.23.150.254

（注）
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Cisco ACI vPodの展開の確認
Cisco Application Centric Infrastructure（ACI） Virtual Pod（vPod）を展開した後、展開を確認し
ます。それには、Cisco ACI Virtual Edge（kni0）との通信に使用するインターフェイスに仮想
トンネルエンドポイント（VTEP）の IPアドレスが用意されたことを確認します。

始める前に

Cisco ACI vPodを Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）に追加し、Cisco ACI
vPod VMを VMware vCenterに展開しておく必要があります。

手順

ifconfigコマンドを実行して、出力を調べます。

この例は仮想リーフ（vLeaf）の出力を示しています。仮想リーフは eth1-49で、仮想スパイン
（vSpine）は eth5-1と判断されます。

例：

eth1: flags=4163<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST> mtu 1500
inet 192.168.9.3 netmask 255.255.252.0 broadcast 192.168.11.255
inet6 fe80::250:56ff:fea7:fac prefixlen 64 scopeid 0x20<link>
ether 00:50:56:a7:0f:ac txqueuelen 1000 (Ethernet)
RX packets 374443 bytes 52541802 (50.1 MiB)
RX errors 0 dropped 0 overruns 0 frame 0
TX packets 161054 bytes 20000611 (19.0 MiB)
TX errors 0 dropped 0 overruns 0 carrier 0 collisions 0

次のタスク

このガイドの「インストール後の主な設定タスク（37ページ）」をお読みください。

Cisco ACI Virtual Edgeのインストール
Cisco Application Centric Infrastructure（ACI） Virtual Pod（vPod）を作成してその仮想マシン
（VM）を展開したら、CiscoApplicationCentric InfrastructureVirtual Edgeをインストールして、
Cisco ACI vPodと連携して動作するように設定します。

『Cisco ACI VirtualEdge Installation Guide』のインストールの章で説明している手順に従い、前
提条件を満たしていることと、ガイドラインに従っていることを確認します。CiscoACIVirtual
Edge VMを展開するときは、Cisco ACI Virtual Edgeをクラウドモードに設定し、参加させる
Cisco ACI vPodを選択します。
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Cisco ACI Virtual Edge VMを ESXiホストに展開すると、OpFlexが自動的にオンラインになり
ます。VMkernelポートをインフラポートグループに割り当てないでください。

（注）
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第 4 章

インストール後の主な設定タスク

• Cisco ACI vPodのインストール後の主な設定作業（37ページ）

Cisco ACI vPodのインストール後の主な設定作業
インストールした Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）Virtual Pod（vPod）は、リモー
トロケーションで仮想ファブリックになります。これに含まれている Cisco Application Centric
Infrastructure Virtual Edgeはそれぞれ、オンプレミスデータセンターで Cisco ACI Virtual Edge
を使用する場合と同じように使用できます。

ただし、その前に Cisco ACI Virtual Pod内の各 Cisco ACI Virtual Edgeについて、下記の主な設
定タスクを実行します。

•アプリケーションプロファイルを展開します。このタスクでは、テナント、アプリケー
ションプロファイル、エンドポイントグループ（EPG）、フィルタ、および契約を作成
し、ポートグループを VMに割り当てます。それからアプリケーションプロファイルを
確認します。

•分散ファイアウォールを使用する場合は、インストール後に有効にします。『Cisco ACI
Virtual Edge Configuration Guide』の「Distributed Firewall」の章を参照してください。

• Cisco ACI vPod仮想リーフ（vLeaf）で Network Time Protocol（NTP）を設定します。

Cisco.comで、『Cisco APIC Basic Configuration Guide』の「Time Synchronization and NTP」
の項目を参照してください。

Cisco ACI Virtual Edgeを Cisco ACI Virtual Podの一部として使用する場合、Cisco ACI Virtual
Podの一部となっていない場合における機能とほとんど同じになります。詳細については、
『Cisco ACI Virtual Pod Release Notes』を参照してください。

（注）
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第 5 章

Cisco ACI vPodのアンインストール

• Cisco ACI vPodのアンインストールについて（39ページ）
• CiscoACI vCenterプラグインを使用したCiscoACI vPodのアンインストール（39ページ）
• VMware PowerCLIを使用した Cisco ACI vPodのアンインストール（40ページ）
• Pythonを使用した Cisco ACI vPodのアンインストール（41ページ）
• REST APIを使用した外部 TEPプールの削除（41ページ）

Cisco ACI vPodのアンインストールについて
場合によっては、テストの目的で、または Cisco ACIファブリックからすべての設定を削除す
る必要が生じた際に、Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）Virtual Pod（vPod）を削除
してファブリックを初期状態にリセットする必要があります。

Cisco ACI vPodは、Cisco ACI vCenterプラグイン、VMware PowerCLI、または Pythonスクリプ
トを使用してアンインストールできます。

Cisco ACI vPodの管理ツール（ACI vCenterプラグイン、VMware PowerCLI、および Pythonス
クリプト）を使用する場合は、vCenter 6.0 Update 3以降の使用をお勧めします。

（注）

また、すべての外部トンネルエンドポイント（TEP）プールを削除する必要もあります。

Cisco ACI vCenterプラグインを使用した Cisco ACI vPodの
アンインストール

始める前に

すべての Cisco Application Centric Infrastructure Virtual Edge仮想マシン（VM）をホストから削
除します。Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）Virtual Pod（vPod）に関連付けられて
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いる Cisco ACI Virtual Edge VMがあればすべて、Cisco ACI vPodのアンインストール時に動作
を停止します。

手順

ステップ 1 VMware vSphere Webクライアントにログインします。

ステップ 2 [Navigator]で、[Cisco ACI Fabric] > [Infrastructure]を選択します。

ステップ 3 作業ウィンドウで [vPod]を選択し、[Select a Virtual Pod]ドロップダウンリストから、アンイン
ストールする Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）Virtual Pod（vPod）を選択します。

ステップ 4 [Remove POD]をクリックし、[Uninstall vPOD]ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。
Cisco ACI vPodに関連付けられている vSpineおよび vLeaf VMが削除されます。作業ウィンド
ウの [vPodNodes]領域で、ノードのステータスが非アクティブになったことを確認できます。
また、VMが VMware vCenterで使用できなくなったことも確認できます。

VMware PowerCLIを使用したCisco ACI vPodのアンインス
トール

始める前に

すべての Cisco Application Centric Infrastructure Virtual Edge仮想マシン（VM）をホストから削
除します。Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）Virtual Pod（vPod）に関連付けられて
いる Cisco ACI Virtual Edge VMがあればすべて、Cisco ACI vPodのアンインストール時に動作
を停止します。

手順

Remove-VPodVMコマンドを使用して、指定した Cisco ACI vPod IDの VMを削除します。

次のテキストはコマンドの構文です。

Remove-VpodVM [-VpodId] Object [CommonParameters]

例：

PowerCLI C:\> Remove-VpodVM -VpodId 2
Connecting to vCenter.................................................[ok]
Fetching all vSpine/vLeaf VMs.........................................[ok]
Deleting VM cisco-vPod2-leaf1.........................................[ok]
Deleting VM cisco-vPod2-spine1........................................[ok]
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Pythonを使用した Cisco ACI vPodのアンインストール

始める前に

すべての Cisco Application Centric Infrastructure Virtual Edge仮想マシン（VM）をホストから削
除します。Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）Virtual Pod（vPod）に関連付けられて
いる Cisco ACI Virtual Edge VMがあればすべて、Cisco ACI vPodのアンインストール時に動作
を停止します。

手順

remove-vpodvm.pyコマンドを使用して、指定した Cisco ACI vPod IDの Cisco ACI vPod VM
をすべて削除します。

次のテキストはスクリプトの使用方法を示しています。

(venv) usage: remove-vpodvm.py [-h] [--silent] --vcenter VCENTER --vc-username
VC_USERNAME [--vc-password VC_PASSWORD] --vpod-id VPOD_ID

例：

(venv) $ pyhton remove-vpodvm.py --vcenter 172.23.143.235 --vc-username admin --vc-password
lab --vpod-id 2
Connecting to vCenter.................................................[ok]
Fetching all vSpine/vLeaf VMs.........................................[ok]
Deleting VM cisco-vPod2-leaf1.........................................[ok]
Deleting VM cisco-vPod2-spine1........................................[ok]

REST APIを使用した外部 TEPプールの削除
Cisco Application Centric Infrastructure（ACI） Virtual Pod（vPod）のアンインストールに加え
て、外部トンネルエンドポイント（TEP）プールをすべて削除する必要もあります。ルーティ
ング可能なサブネットを適切に削除することができます。

REST APIでは、外部 TEPプールのことをルーティング可能なサブネットと呼んでいます。

手順

ステップ 1 状態を非アクティブに設定します。状態を非アクティブに設定すると、それ以降、このプール
から IPアドレスが割り当てられなくなります。

例：

<fabricExtRoutablePodSubnet pool="192.4.1.0/27" state="inactive"/>

ステップ 2 各 Cisco ACI vPodのすべての仮想ノード（vLeafと vSpine）の使用を停止します。
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ステップ 3 サブネットを削除します。

サブネットを削除できるのは、このプールからの IPアドレスが使用されていない場
合のみです。

（注）

例：

<fabricExtRoutablePodSubnet pool="192.4.1.0/27" status="deleted"/>
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付録 A
Cisco ACI vPodのゲートウェイ IPアドレス
の変更

• Cisco ACI vPodのゲートウェイ IPアドレスの変更 （43ページ）

Cisco ACI vPodのゲートウェイ IPアドレスの変更
Cisco Application Centric Infrastructure（ACI） Virtual Pod（vPod）のゲートウェイ IPアドレス
を変更するには、仮想スパイン（vSpine）および仮想リーフ（vLeaf）ノードのクリーン再起動
を実行する必要があります。また、CiscoACI vPodのCiscoACIVirtual Edge仮想マシン（VM）
を再起動します。そうしないと、vSpineと vLeafでゲートウェイ IPアドレスが更新されませ
ん。

始める前に

古いゲートウェイ IPアドレスを介した接続がまだ存在することを確認します。

手順

ステップ 1 ゲートウェイデバイスで、新しいゲートウェイ IPアドレスを設定します。

ステップ 2 Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）の設定で、ゲートウェイ IPアドレスを
変更します。

ステップ 3 vSpineおよび vLeafノードのクリーン再起動を実行します。

または、vSpineおよび vLeafノードの使用を停止し、それから使用を再開することもできま
す。

ステップ 4 Cisco ACI vPodのすべての Cisco ACI Virtual Edge VMを再起動します。

ステップ 5 ゲートウェイデバイスから古いゲートウェイ IPアドレスを削除します。
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付録 B
IPNから受け入れるルートの数を増やすた
めの Cisco ACIの設定

• IPNから受け入れるルートの数を増やすための Cisco ACIの設定（45ページ）

IPNから受け入れるルートの数を増やすための Cisco ACI
の設定

ルートがポッド間ネットワーク（IPN）から物理スパインにアドバタイズされると、OpenShortest
Path First（OSPF）によってそれらのルートは Intermediate System to Intermediate System（IS-IS）
にのみ再配布されます。この再配布は、IS-ISが既存のトンネルエンドポイント（TEP）プー
ルの一部になっている場合、または Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）の
[Fabric Ext Connection Policies]で設定されているサブネットの一部になっている場合に発生し
ます。

この動作のため、IPNに接続していないスパインは vSpineに到達できません。データプレー
ン TEPおよび vSpineルータ IDが Cisco Application Centric Infrastructure（ACI） Virtual Pod
（vPod） TEPプールの一部となっていない場合は、[Fabric Ext Connection Policies]でこれらの
サブネットを設定する必要があります。

手順

ステップ 1 vSpineとCiscoACI vPodについて、ルータ ID、データプレーン（TEP）、またはその両方を、
IPN上のセカンダリルートとして設定します。

ステップ 2 Cisco APICにログインします。

ステップ 3 [Tenant] > [Infra] > [Policies] > [Protocol] > [Fabric Ext Connection Policies]に移動します。

ステップ 4 設定済みのポリシーで、サブネットを [Fabric External Routing Profile]に追加します。
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